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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、アジア・アフリカ・日
本の小・中・高等学校間の連携ならびに
それぞれの国の教員養成大学の連携を基
盤とし，1)それぞれの国・地域の自然環
境の調査研究を理科・社会・総合学習（環
境・国際理解）に導入すること，2)特に
自然の持つ自浄作用や環境修復力を題材
とした教材を開発すること、3)そうした
教材を用いた教育実践を通じて、アジ
ア・アフリカ・日本の児童・生徒が，自
然の持つ巧妙なバランス・神秘を自ら発
見し，自然に対する畏敬の念とともに、
自然を保全しながら生きていくためのル
ールを作ることができる力を養うことに
ある。この目的に沿う環境教育プログラ
ム（単元・モジュール）をアジア・アフ
リカの大学研究者と共同開発し，アジ
ア・アフリカ・日本の小・中・高等学校
に授業実践として導入する。授業実践を
通した調査により、児童・生徒・教員間
でデータの共有や比較研究を協同して行
ない，国際的な視野を持つ環境教育の新
たなネットワークを構築することを目指
す。   
２．研究の進捗状況 
（１）自然環境教育教材の開発や研究を
行い，その成果を日本環境教育学会，日
本理科教育学会，日本科学教育学会で発
表した。また，（２）前年度に引き続き，
国内の連携学校教員との研究協議をふま
え，インドネシアの国立マラン大学とマ
ラン市内の小学校，中学校，高校との環
境教育ネットワークを利用して日本から

10名の教員や学生がインドネシアマラン
市内で自然環境教育に関する授業実践を
通した共同研究や日本の学校との連携を
協議した。（３）同様にガーナにおいてア
クラ教育大学と共同研究を行った。（４）
またカンボジア国立教育大学との共同研
究も行い，授業実践を行った。科研費は
ほとんどが旅費として使った。これは連
携のためのネットワークをしっかり作る
こと並びに自然環境教育教材のアジア・
アフリカの学校での有用性の検証のため
であり，得られた結果は我々が学校の連
携可能な自然環境教育教材と考えている
教材群がインドネシア，ガーナ，カンボ
ジアの小学生，中学生，高校生，大学生
に対して大変有効であるというものであ
った。より深まりのある連携を日本の学
校とアジア・アフリカの学校間で行うこ
とができた。 

                          
新規に開発した環境教育教材としては，
合成洗剤の pH の変化による挙動，インド
ネシアのゴムについての活動，土壌の吸
着作用，簡易冷却剤の作成，腐食した銅
や鉄量の測定，などの新しい環境教育教
材を開発した。 

                          
特に土の黒さと有機物量の関係を小学校，
中学校，高校レベルそれぞれの段階で扱
えるよう教材開発を行い，多数の国内，
国外の土について一般化を行った。 土
壌の腐植の進み具合についても着目し，
土壌の方を推定したり，錯形成能につい
ても明らかにした。河川の堆積物に付着



した微生物の働き，海岸の暦に付着した
微生物の働き，水草や浮き草の役割など
を総合的に明らかにし，国内外のデータ
収集できた。これらを総合すると自然の
営みについて学校段階に併せて提示でき
る総合的な教材となることも示した。日
本の学校での実践，アジアアフリカの学
校での実践とお互いに結果の共有をする
ことができた。これまでの学校の連携を
核にさらにネットワークを拡大させ，人
的交流にも深まりが見られ，ネットワー
クの質的な深化がさらに進んだ。 
 
３．現在までの達成度 
上記の研究の進捗状況より，おおむね達
成していると言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 

当初の計画通り行う予定である。 
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